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　Nobel laureate 小柴先生．学生時代に物理は勉強せなんだが当時覚えた“Im wunder-
schönen Monat Mai”は今も言えると（安田講堂で）．5月．花咲き鳥啼き人は恋う．
　特集は「電子政府」（エディタ相原健郎，ゲストエディタ大山永昭）である．電子政府は
市民にどう見えるか．編集子の住む市で公共施設予約システムが稼働開始．早速端末に向
かったがあえなく敗退．特定のブラウザにしか対応していぬらしい．ブラウザを替えて試す．
画面の誘導法にも結構問題がある．これらを惟るに官庁，自治体などでちゃんと使えるシス
テムが本当に用意できるのか，心配だ．
　子供の頃愛読したSF，海野十三：「火星兵団」には，火星人のヒューヒュープクプクと
いう音声と日本語音声を変換する装置が登場する．その装置のインターネット版というべき
機械翻訳を使いプログラムを共同開発する実験「アジアにおける異文化コラボレーション実
験 2002：機械翻訳を介したソフトウェア開発」を野村早恵子，石田亨他が解説した．
　「ビル制御管理システムの現状と今後の展開」（櫻井智明他）は一見会誌との関係が分から
ぬような記事企画だが，ビル内の空調機をイーサーネットでつないで管理し始めたという話
であった．ビルに計測点が 45,000 個所もあれば IPv6が欲しくなるわけだ．
　村田真の書くXML誕生秘話の 2回目は「個人と企業」．XMLの規格化が最初は個人ベー
スで，XML 1.0 勧告の成立後は企業の主導で進んだという経過が語られる．海のものとも
山のものとも決まらぬうちから積極的に参画するのは企業にとり勇気がいることなのか．
　オブジェクト指向スクリプト言語「Ruby の真実」を設計者の松本行弘が寄せた．言語へ
の思い入れが語られている．プログラミング言語は「使って嬉しい」よりアルゴリズムが効
率よく考えられる方が重要だ．
　日本の情報処理技術の足跡「プラグコンパティブル・メインフレームの盛衰」（高橋茂）
は最終回．ダウンサイジングとオープン化の波に洗われ，PCMビジネスが終焉に向かう過
程を追う．
　とっきょNow!「これからの特許行政」（佐藤伸夫）では，特許を通しての競争力強化のた
め，特許の制度をどう変えていくかが具体的に述べられる．特許を得るのも時間がかかると
思っていたが，今後はかなり短縮されるらしい．
　名著名論はその昔，第五世代コンピュータの ICOTにいた近山隆が「Warren のプロロー
グ用命令セット」を書く．もう一方はニューロ研究のはしり「Rosenblatt のパーセプトロン」
で，東大工学部でパーセプトロンを組み立てていた中野馨の紹介．写真の荒れは残念．
　日本の IT事情はひろのかずおに戻り，その「IT国家・街のヲカシ」を載せた．コミュニ
ティセンターでPCの電源が貰えなかったとか．先頃の全国大会．東京工科大学のメイン会
場は全席に電源とイーサーの口があった．満席時の電気容量を心配している参加者もいたが．
　ITルネサンスで土井美和子は「マイノリティ・レポート」から説き起こし，システムのイ
ンタフェース設計には利用者を重視せよとのたまう．当然だ．HIで一番よくできているの
は車の運転席だが，どう進化してきたのか興味がある．
　TCPは低信頼性の回線ででも信頼性ある通信を行うプロトコルである．しかも高効率が
得られるよう巧みにエンジニアリングされている．モバイルは今は「無線データ通信環境と
TCP/IPの進歩」（楯岡孝道）で，雑音の多い無線の場合にどう対処するか説明した．
　松尾和洋のアメリカ ITまわりの話題はやはり「イラク戦争と IT」．我々にも関係浅からぬ
ITだが，戦争で進化し，戦争で景気が支えられるのではやり切れぬ．
　ニュースを見ていると，アメリカ側の発表とイラク側のそれはずいぶん違う．互いに自
分が正しいと主張する戦争ならさもあらん．石畑清が当番のプログラム・プロムナードでも
「嘘つき島」の問題をとりあげた．「クレタ人は嘘つきだ」のクレタ島ではないようだ． （1023）
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